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な
ど
市
民
の
安
心
安
全
に
関
わ
る
事

項
が
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市

民
の
皆
様
の
多
様
な
ご
意
見
を
的
確

に
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
、 

議
員
相
互

の
自
由
闊
達
な
議
論
を
展
開
し
、
魅

力
あ
る
街
づ
く
り
に
向
け
て
全
力
で

邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
議

会
活
動
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
去
る
３
月
定
例
会
に
お

い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
議
長
並
び
に
副

議
長
の
職
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
初
心
忘
れ
る
こ
と
な
く
市
政
発

展
の
た
め
に
誠
心
誠
意
努
力
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
に
お
い
て
は
、
子
育

て
支
援
や
次
期
ご
み
処
理
施
設
整
備

に
加
え
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
に
付
託
の

う
え
、
３
月
13
日
、
15
日
～
17
日
の

４
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
議
会
で
は
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
、
条
例
の
制
定
や
改
正

な
ど
32
件
の
議
案
と
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
の
審
議
や
議
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主

な
議
案
と
委
員
会
で
の
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
採
決
結
果
一
覧
Ｐ
10
）

就

任

に

あ

た

っ

て

岡
お か

田
だ

哲
て つ

明
あ き

 議長

成
な り

田
た

芳
よ し

律
の り

 副議長

就

任

に

あ

た

っ

て

　

３
月
定
例
会
の
初
日
に
、
正
・
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
岡
田
哲
明
氏
（
会

派:

新
清
）、
副
議
長
に
成
田
芳
律
氏
（
会
派:

新
清
）
が
就
任
（
再
任
）
し
ま
し
た
。

議
長
に
岡
田
哲
明
氏
　

　
　
　
　
　
　
副
議
長
に
成
田
芳
律
氏
が
就
任

　

主
な
議
案
の
概
要
及
び
委
員
会
審
査
概
要

平
成
29
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
、
下
水
道
事
業
会
計
予

算
、
水
道
事
業
会
計
予
算
（
議
案
第
18
号
か
ら
第
24
号
）収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

18 億 8646 万円 16 億 1232 万円 279 万円 12 億 3218 万円

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

19 億 778 万円 18 億 8586 万円 2 億 3751 万円 6 億 4060 万円

平成 29 年度一般会計・特別会計予算

平成 29 年度水道事業会計予算

平成 29 年度下水道事業会計予算

＊資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、当年度分損益勘定留保資金、
　当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額及び引継金で補てんされます。
＊金額は、1万円未満を四捨五入してあります。

＊公共下水道事業特別会計は、地方公営企業法の全部適用に伴い、平成 28 年度をもって
　廃止されています。

＊資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、過年度分損益勘定留保資金、
　当年度分消費税及び 地方消費税資本的収支調整額で補てんされます。
＊金額は、1万円未満を四捨五入してあります。

年　度　等  
区　分  平成 28 年度  平成 29 年度 前年度比較

 増減額  増減率 
一　　 般　　 会　　 計 253 億 1000 万円 248 億 6000 万円 △ 4 億 5000 万円 △１．８％
国民健康保険特別会計 115 億 6290 万円 108 億 4990 万円 △ 7 億 1300 万円 △６．２％
霊 園 事 業 特 別 会 計 4078 万円 3740 万円 △ 338 万円 △８．３％
介 護 保 険 特 別 会 計 49 億 5350 万円 52 億 1240 万円 2 億 5890 万円 ５．２％
後期高齢者医療特別会計 10 億 6080 万円 11 億   580 万円 4500 万円 ４．２％
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心
に
約
１
億
４
０
０
万
円
の
収
支
改
善

を
図
り
な
が
ら
、
次
期
ご
み
処
理
施
設

整
備
や
こ
ど
も
ル
ー
ム
整
備
な
ど
喫
緊

の
行
政
課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
関
連

経
費
を
予
算
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
関
根　

登
志
夫
記
）

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

平
成
29
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
の

総
額
が
、２
４
８
億
６
千
万
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
４
億
５
千
万
円
、
１
・

８
％
の
減
少
と
な
っ
た
。

　

歳
入
で
は
、
市
税
は
新
築
家
屋

な
ど
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
加
な

ど
か
ら
、
前
年
度
比
１・
６
％
増
の

１
０
９
億
７
８
０
０
万
円
と
な
っ
た
一

方
、
地
方
交
付
税
は
、
国
の
平
成
29
年

度
地
方
財
政
対
策
を
踏
ま
え
、
前
年
度

比
０・２
％
減
の
21
億
５
千
万
円
に
と

ど
ま
り
、
大
型
事
業
の
完
了
や
平
成
28

年
度
補
正
予
算
で
の
前
倒
し
実
施
な
ど

か
ら
、
国
庫
支
出
金
や
市
債
が
大
幅
減

と
な
り
、
各
種
収
支
改
善
の
取
組
の
結

果
、財
政
調
整
基
金
繰
入
金
も
13・４
％

減
の
10
億
５
３
８
５
万
７
千
円
と
な
っ

た
。

　

歳
出
で
は
、
子
育
て
支
援
の
充

実
や
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加

に
よ
り
、
民
生
費
が
５
年
連
続
で

増
加
し
、
前
年
度
比
４・
３
％
増
の

１
０
８
億
９
５
４
５
万
５
千
円
、
臨
時

財
政
対
策
債
の
元
金
償
還
金
の
増
な
ど

に
よ
り
、公
債
費
が
前
年
度
比
２・１
％

増
の
23
億
３
４
６
３
万
９
千
円
と
な
っ

た
も
の
の
、
大
型
事
業
の
完
了
な
ど
に

よ
り
、
土
木
費
が
前
年
度
比
30
・
５
％

減
の
19
億
２
０
２
６
万
６
千
円
と
な
っ

た
。

〈
主
な
質
疑
と
答
弁
内
容
〉

質　

平
成
29
年
度
予
算
の
地
方
消
費

税
交
付
金
12
億
４
８
０
０
万
円
の
う

ち
社
会
保
障
財
源
分
５
億
５
９
０
０

万
円
の
使
途
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

引
上
げ
分
の
地
方
消
費
税
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
予
算
に

お
い
て
も
全
額
社
会
保
障
関
係
経
費
に

充
当
し
て
い
る
。
子
ど
も
子
育
て
支
援

関
連
で
は
、
例
え
ば
、
保
育
所
運
営
委

託
事
業
や
こ
ど
も
ル
ー
ム
運
営
事
業
な

ど
で
約
１
億
７
千
万
円
、
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
改
革
で
は
、
例

え
ば
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
な

ど
を
含
む
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出

金
で
約
８
６
０
０
万
円
、
医
療
保
険
制

度
の
改
革
で
は
、
例
え
ば
、
国
民
健
康

保
険
の
低
所
得
者
保
険
料
軽
減
措
置

の
拡
充
な
ど
を
含
む
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
繰
出
金
で
約
２
６
０
０
万
円
、

そ
の
他
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付

事
業
な
ど
を
含
む
障
害
者
福
祉
事
業

で
約
７
５
０
０
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ

充
当
し
て
い
る
。

質　

予
算
編
成
方
針
は
、
予
算
案
に

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

平
成
29
年
度
予
算
案
は
、
将
来

像
の
実
現
を
目
指
し
、
経
常
収
支
の
改

善
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
喫
緊
の
行
政

課
題
に
対
し
て
も
適
切
に
対
応
し
て
い

く
方
針
の
も
と
編
成
し
た
。こ
の
結
果
、

収
納
率
向
上
対
策
か
ら
市
税
で

１
億
７
３
０
０
万
円
増
の
１
０
９
億
円

台
を
見
込
み
、
人
件
費
や
物
件
費
を
中

年　度　等
区　分  平成 28 年度  平成 29 年度 前年度比較

 増減額  増減率 
市 税 108 億  500 万円 109 億 7800 万円 1 億 7300 万円 １．６％
地方譲与税、各種交付金 17 億 7800 万円 17 億 7800 万円 0 ―
地 方 交 付 税 21 億 5400 万円 21 億 5000 万円 △ 400 万円 △０．２％
分 担 金 及 び 負 担 金 4 億 2141 万円 4 億 7273 万円 5132 万円 １２．２％
使 用 料 及 び 手 数 料 4 億 4757 万円 4 億 4684 万円 △ 73 万円 △０．２％
国 庫 支 出 金 39 億 5542 万円 37 億 1667 万円 △ 2 億 3875 万円 △６．０％
県 支 出 金 15 億 2734 万円 16 億 4463 万円 1 億 1729 万円 ７．７％
繰 入 金 12 億 6556 万円 10 億 7974 万円 △ 1 億 8582 万円 △１４．７％
諸 収 入 ほ か 10 億 8460 万円 10 億 8459 万円 △ 1 万円 ０．０％
市 債 18 億 7110 万円 15 億  880 万円 △ 3 億 6230 万円 △１９．４％

合　　　　　計 253 億 1000 万円 248 億 6000 万円 △ 4 億 5000 万円 △１．８％
＊各数値は、単位未満の端数を四捨五入していますので、合計と内訳の数値が一致しない場合があります。

年　度　等
区　分  平成 28 年度  平成 29 年度 前年度比較

 増減額  増減率 
議 会 費 3 億  190 万円 3 億    76 万円 △ 114 万円 △０．４％
総 務 費 30 億 5195 万円 30 億 1545 万円 △ 3650 万円 △１．２％
民 生 費 104 億 4160 万円 108 億 9546 万円 4 億 5386 万円 ４．３％
衛 生 費 24 億 4953 万円 24 億 3827 万円 △ 1126 万円 △０．５％
農 林 水 産 業 費 1 億 4778 万円 1 億 3766 万円 △ 1012 万円 △６．９％
商 工 費 1 億 1856 万円 1 億 3397 万円 1541 万円 １３．０％
土 木 費 27 億 6179 万円 19 億 2027 万円 △ 8 億 4152 万円 △３０．５％
消 防 費 11 億  382 万円 10 億 8520 万円 △ 1862 万円 △１．７％
教 育 費 26 億  394 万円 25 億 5634 万円 △ 4760 万円 △１．８％
災 害 復 旧 費 200 万円 200 万円 0 ―
公 債 費 22 億 8712 万円 23 億 3464 万円 4752 万円 ２．１％
予 備 費 4000 万円 4000 万円 0 ―

合　　　　　計 253 億 1000 万円 248 億 6000 万円 △ 4 億 5000 万円 △１．８％
＊各数値は、単位未満の端数を四捨五入していますので、合計と内訳の数値が一致しない場合があります。

平成 29 年度一般会計　歳入内訳

平成 29 年度一般会計　歳出内訳
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総
　
　
務

議
案
第
５
号　

四
街
道
市
総
合

計
画
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
可
決
）

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
四
街
道
市
審

議
会
等
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
き
、

四
街
道
市
総
合
計
画
審
議
会
の
委
員

構
成
を
変
更
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

質　

今
回
、
条
例
中
に
委
員
構
成
の

人
数
等
は
あ
え
て
規
定
し
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
か
。

答　

委
員
の
人
数
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
総
合
計
画
審
議
会
条
例
に
規
定

す
る
人
数
で
、
委
員
の
構
成
に
つ
い

て
の
み
改
正
す
る
こ
と
と
な
る
。

質　

委
員
数
は
15
人
以
内
だ
と
思
う

が
、
現
在
、
学
識
経
験
者
は
大
学
教

授
１
名
な
の
か
。
改
正
に
よ
り
、
ど

の
よ
う
な
割
り
振
り
に
し
た
い
の
か
。

市
教
育
委
員
会
委
員
と
か
市
農
業
委

員
会
委
員
は
、
改
正
後
は
関
係
機
関

に
含
め
る
と
い
う
考
え
方
で
い
い
の

か
。

答　

今
ま
で
の
委
員
構
成
は
、
大
学

教
授
５
名
、
教
育
委
員
会
委
員
か
ら

１
名
、
農
業
委
員
会
委
員
か
ら
１
名
、

関
係
行
政
機
関
か
ら
２
名
、
市
民
代

表
と
し
て
５
名
の
方
に
依
頼
し
た
。

今
後
、
こ
の
改
正
が
さ
れ
た
場
合
、

学
識
経
験
者
を
３
名
、
関
係
機
関
及

び
団
体
の
推
薦
す
る
者
と
な
る
の
で

教
育
分
野
か
ら
１
名
、
農
業
分
野
か

ら
１
名
、
商
工
分
野
か
ら
１
名
、
メ

デ
ィ
ア
か
ら
１
名
、
労
働
関
係
か
ら

１
名
、
金
融
関
係
か
ら
１
名
、
関
係

行
政
機
関
か
ら
２
名
、
市
民
代
表
４

名
を
選
出
す
る
こ
と
と
な
る
。

議
案
第
６
号　

四
街
道
市
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
地
方
公
務

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
及

び
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又

は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
生

じ
た
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

質　

看
護
時
間
に
つ
い
て
は
、
１
時

間
当
た
り
で
減
給
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
看
護
休
暇
の
と
き
の
給
料
は

ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
育
児
休
業

に
つ
い
て
は
違
う
の
か
。

答　

看
護
休
暇
、
看
護
時
間
と
も
に
、

勤
務
し
な
か
っ
た
時
間
に
つ
い
て
は
、

１
時
間
当
た
り
の
単
価
に
よ
り
計
算

し
て
全
額
、
減
額
す
る
。
ま
た
、
育

児
休
業
に
つ
い
て
も
無
給
に
な
る
。

議
案
第
８
号　

四
街
道
市
税
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）　

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
地
方
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施

行
等
に
伴
い
、
軽
自
動
車
税
の
環
境

性
能
割
の
創
設
に
関
す
る
規
定
、
そ

の
他
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

質　

こ
の
改
正
は
国
と
同
じ
時
期
、

国
が
示
し
て
い
る
も
の
と
同
じ
と
い

う
こ
と
で
良
い
か
。

答　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
つ
い

て
は
、
当
初
、
国
の
平
成
28
年
度
税

制
改
正
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、

途
中
で
消
費
税
率
の
２
年
半
の
延
長

等
が
あ
り
、
再
度
、
社
会
保
障
の
安

定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜

本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
地
方
税

法
及
び
地
方
交
付
税
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
所
要
の
整
備

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
25
号　

平
成
28
年
度
四

街
道
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）（
可
決
）

　

補
正
の
内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
６
５
３
万
５
千
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
６
２
億
７
９
６
３
万
７
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
る
。 

　

継
続
費
の
補
正
に
つ
い
て
は
、
健
康

よ
つ
か
い
ど
う
21
プ
ラ
ン
推
進
事
業
ほ

か
１
件
の
総
額
及
び
年
割
額
を
変
更
す

る
も
の
で
あ
る
。 

　

繰
越
明
許
費
の
補
正
に
つ
い
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
維
持
管
理
事
業
ほ

か
11
件
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。 

　

地
方
債
の
補
正
に
つ
い
て
は
、
上
水

道
事
業
一
般
会
計
出
資
ほ
か
６
件
の
限

度
額
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈
総
務
常
任
委
員
会
所
管
事
項
〉

質　

広
告
収
入
72
万
７
千
円
に
つ

い
て
、
ど
う
や
っ
て
こ
れ
だ
け
の
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

答　

市
政
だ
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
て
い
る
。
市

政
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
、
競
争
入
札

に
よ
り
、
広
告
枠
の
販
売
単
価
を
増

額
し
て
い
る
こ
と
と
、
販
売
枠
数
を

72
枠
予
定
し
て
い
た
も
の
が
73
枠
売

れ
た
こ
と
か
ら
40
万
７
千
円
の
増
額
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相
当
分
の
使
用
料
を
見
直
す
こ
と
と

な
る
。

議
案
第
10
号　

四
街
道
市
手
数

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
建
築
物
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
規

定
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

質　

今
回
の
改
正
の
主
な
点
は
何

か
。

答　

平
成
27
年
７
月
８
日
に
建
築

物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上

に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
今
回

は
審
査
の
範
囲
、
建
築
物
の
届
出
を

何
平
米
に
す
る
か
等
に
つ
い
て
定
め

る
こ
と
が
主
な
改
正
点
で
あ
る
。

議
案
第
11
号　

四
街
道
市
地
区

計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
（
可
決
）　　

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
建
築
基
準

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
め
い
わ
地
区

他
７
地
区
に
お
け
る
地
区
計
画
の
確

実
な
実
現
を
担
保
し
良
好
な
都
市
環

境
の
形
成
を
目
指
す
た
め
、
所
要
の

規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
提
案
さ
れ

質　

委
員
会
の
委
員
に
つ
い
て
学
識

経
験
者
と
は
ど
の
よ
う
な
方
々
な
の

か
。　

答　

学
識
経
験
者
と
し
て
選
任
を
想

定
し
て
い
る
方
々
は
、
ご
み
処
理
施

設
に
造
詣
の
深
い
大
学
教
授
、
あ
る

い
は
専
門
的
知
識
を
持
っ
て
い
て
技

術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
方
々

を
選
任
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。議

案
第
９
号　

四
街
道
市
使
用

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
四
街
道
市
営

霊
園
の
一
般
墓
地
再
貸
付
を
行
う
こ

と
に
よ
る
使
用
料
の
見
直
し
に
伴
い
、

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

質　

市
営
霊
園
の
再
貸
付
に
当
た
り

改
正
さ
れ
る
使
用
料
は
、
第
１
区
画

は
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
理
由
の

説
明
を
。

答　

市
営
霊
園
の
使
用
料
は
建
設
整

備
費
・
用
地
費
な
ど
を
基
に
算
出
さ

れ
て
い
る
。
平
成
29
年
度
か
ら
の
第

１
期
区
画
の
再
貸
付
利
用
者
は
、
第

２
期
で
整
備
し
た
管
理
棟
、
駐
車
場

な
ど
の
共
通
部
分
及
び
公
共
部
分
も

利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
第
２
期
区
画

か
。
現
在
ま
で
の
状
況
と
合
わ
せ
て

説
明
を
。

答　

３
月
補
正
に
つ
い
て
は
、
65

件
、
１
３
０
万
円
の
予
算
を
計
上
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
８

件
ほ
ど
申
請
が
あ
り
、
そ
れ
が
10
万

円
と
な
る
の
で
、
全
部
で
１
４
０
万

円
の
寄
附
金
と
な
っ
た
。
ま
た
、
９

月
で
１
件
補
正
し
て
い
る
の
で
、
現

段
階
で
は
、
計
74
件
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

質　

消
火
栓
新
設
改
修
工
事
負
担

金
５
０
６
万
円
に
つ
い
て
消
火
栓
の

整
備
場
所
の
基
準
は
あ
る
の
か
。

答　

消
火
栓
は
消
防
水
利
の
基
準

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
用
途
地
域
に

よ
っ
て
、
市
街
地
、
そ
の
他
の
地
域

な
ど
で
距
離
的
な
基
準
が
あ
る
。

都
市
環
境

議
案
第
１
号　

四
街
道
市
次
期

ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
審
査

委
員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
可
決
）

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
地
方
自
治
法

第
１
３
８
条
の
４
第
３
項
に
規
定
す

る
附
属
機
関
と
し
て
新
た
に
設
置
す

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
な
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

販
売
枠
数
実
績
が
計
画
を
上
回
っ
た

こ
と
か
ら
増
額
と
な
っ
た
。
内
訳
と

し
て
は
、
84
枠
だ
っ
た
も
の
が

１
１
０
枠
売
れ
た
こ
と
で
、
32
万
円

の
増
額
と
な
っ
た
。

質　

コ
ラ
ボ
四
街
道
事
業
の
補
助

金
１
７
４
万
３
千
円
の
減
額
の
理
由

を
。

答　

み
ん
な
で
地
域
づ
く
り
事
業

の
募
集
に
つ
い
て
は
10
月
か
ら
11
月

に
行
っ
て
お
り
、
予
算
編
成
時
に
は

申
請
団
体
全
団
体
分
の
要
望
額
で
積

算
し
、
基
金
繰
入
金
の
算
定
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
２
月
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
事
業
を
採
択
し
、

最
終
的
な
事
業
費
確
定
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
差
額
分
が
３
月
に
減
額
補

正
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

質　

み
ん
な
で
地
域
づ
く
り
事
業

補
助
金
の
実
績
は
。

答　

平
成
28
年
度
は
３
５
１
万
１
千

円
の
実
績
と
な
る
。

　

団
体
数
は
12
団
体
で
、
ち
ょ
こ
っ

と
ク
ラ
ブ
、
総
合
公
園
の
植
生
調
査

の
会
、
Ｄだ

い

に

ち

Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
貯ち
ょ
き
ん筋
ク

ラ
ブ
、
チ
ー
ム
よ
つ
て
ら
等
12
団
体

で
あ
る
。

質　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
で
、
65
件
の

追
加
計
上
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ

で
大
体
、
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
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た
も
の
で
あ
る
。

質　

地
区
計
画
の
７
地
区
の
区
域

の
中
で
、
今
現
在
制
限
に
係
る
建
築

物
は
あ
る
の
か
。

答　

地
区
計
画
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
課
に
行
為
着
手
の
30
日
前
ま
で

に
届
け
出
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
基
に

建
築
の
図
面
の
中
に
反
映
さ
れ
て
き

ま
す
の
で
、
今
現
在
は
制
限
に
か
か

る
も
の
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

議
案
第
12
号　

下
水
道
事
業
の

地
方
公
営
企
業
法
適
用
及
び
上

下
水
道
組
織
の
編
成
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
（
可
決
）

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
施
行
期
日

及
び
四
街
道
市
印
旛
沼
流
域
下
水
道

建
設
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分

に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
伴
う
経
過

措
置
を
変
更
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

質　

条
例
改
正
の
詳
細
な
説
明
を
。

答　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は

３
月
31
日
を
も
っ
て
打
ち
切
り
決
算

と
な
り
、
そ
の
時
点
で
の
現
金
の
収

支
に
よ
り
確
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

通
常
の
年
で
あ
れ
ば
出
納
整
理
期
間

が
あ
り
、
下
水
道
使
用
料
等
が
入
っ

て
く
る
が
、
今
回
は
そ
の
部
分
が
見

込
め
な
い
中
で
決
算
を
行
う
こ
と
か

ら
今
回
の
３
月
補
正
で
財
政
当
局
と

協
議
し
た
結
果
、
一
般
会
計
繰
入
金

を
活
用
す
る
と
か
な
り
の
高
額
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
も
と
も
と
下

水
道
事
業
の
た
め
に
留
保
さ
れ
て
い

た
基
金
を
前
倒
し
で
活
用
出
来
る
よ

う
に
、
条
例
の
施
行
日
を
１
日
早
め

て
基
金
を
繰
り
入
れ
で
き
る
体
制
を

作
る
た
め
の
改
正
で
あ
る
。

議
案
第
20
号　

平
成
29
年
度
四

街
道
市
霊
園
事
業
特
別
会
計
予

算
（
可
決
）

　

予
算
の
内
容
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
７
４
０
万
円
と
す
る
も
の
で
、
平

成
28
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
、
８
・

３
％
、
３
３
８
万
円
の
減
額
と
な
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
使
用
料
及
び

手
数
料
３
０
４
４
万
８
千
円
、
繰
入
金

６
９
５
万
１
千
円
で
、
歳
出
の
主
な
も

の
は
、
総
務
費
２
１
４
０
万
６
千
円
、

公
債
費
１
４
９
９
万
６
千
円
と
な
る
。

質　

平
成
29
年
度
、
18
基
の
再
貸
付

の
募
集
予
定
と
の
こ
と
だ
が
返
還
理

由
の
説
明
を
。

答　

総
じ
て
使
用
者
の
自
己
都
合

で
、
ま
た
墓
地
を
継
承
さ
れ
る
方
が

い
な
い
と
い
う
理
由
で
合
葬
式
墓
地

へ
移
ら
れ
る
方
々
が
多
く
見
ら
れ
る
。

質　

公
債
費
の
償
還
に
つ
い
て
、
４

７
６
０
万
円
は
、
今
後
何
年
間
ぐ
ら

い
で
終
了
予
定
な
の
か
、
説
明
を
。

答　

公
債
費
の
償
還
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
の
霊

園
整
備
に
係
る
起
債
の
償
還
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
今
後
の
計
画
と
し
て

は
、
平
成
36
年
ま
で
元
金
と
利
子
を

払
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

議
案
第
23
号　

平
成
29
年
度
四

街
道
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算

（
可
決
）　

　

予
算
の
内
容
は
、
業
務
の
予
定
量
で

は
、
排
水
区
域
内
人
口
８
万
２
１
０
０

人
、
主
要
な
建
設
改
良
事
業
と
し
て
汚

水
管
整
備
事
業
１
億
２
２
７
１
万
６
千

円
、
雨
水
管
整
備
事
業
５
５
２
６
万
円

の
見
込
み
と
し
た
。

　

収
益
的
収
支
で
は
収
入
を

19
億
７
７
８
万
２
千
円
、
支
出
を

18
億
８
５
８
５
万
７
千
円
、
差
引

２
１
９
２
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
資
本
的
収
支
で
は
収
入
を

２
億
３
７
５
１
万
２
千
円
、
支
出
を

６
億
４
０
５
９
万
７
千
円
、
不
足
額

４
億
３
０
８
万
５
千
円
は
当
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
ほ
か
で
補
て
ん
す
る

こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
地
方
公
営
企
業
法
適
用

前
年
度
に
属
す
る
債
権
、
債
務
に

係
る
未
収
金
及
び
未
払
金
は
、
特

例
的
収
入
・
支
出
予
算
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
９
７
９
２
万
３
千
円
及
び

５
５
７
２
万
３
千
円
を
計
上
し
た
。

質　

長
寿
命
化
事
業
５
５
１
６
万
７

千
円
に
つ
い
て
平
成
29
年
度
の
予
定

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

平
成
26
年
度
か
ら
５
年
計
画
の

旭
ケ
丘
地
区
で
の
事
業
で
す
が
、
平

成
29
年
度
に
お
い
て
、
４
６
０
メ
ー

ト
ル
を
予
定
し
て
い
る
。

議
案
第
24
号　

平
成
29
年
度
四

街
道
市
水
道
事
業
会
計
予
算

（
可
決
）　

　

予
算
の
内
容
は
、
業
務
の
予
定
量
で

は
、
給
水
戸
数
３
万
８
６
０
７
戸
、
主

要
な
建
設
改
良
事
業
と
し
て
配
水
管
工

事
費
ほ
か
で
11
億
９
８
９
５
万
５
千
円

の
見
込
み
と
し
た
。

　

収
益
的
収
支
で
は
収
入
を
18
億

８
６
４
５
万
７
千
円
、
支
出
を
16
億

１
２
３
１
万
５
千
円
、
差
引
２
億

７
４
１
４
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
資
本
的
収
支
で
は
収
入
を

２
７
９
万
１
千
円
、
支
出
を
12
億

３
２
１
８
万
４
千
円
、
不
足
額
12
億

２
９
３
９
万
３
千
円
は
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
ほ
か
で
補
て
ん
す
る
こ
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と
と
な
る
。

　

議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
流
用

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
費
に
つ
い
て

は
、
職
員
給
与
費
等
で
１
億
６
１
２
９

万
３
千
円
と
し
、
た
な
卸
資
産
の
購
入

限
度
額
に
つ
い
て
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー

及
び
水
道
配
管
資
材
の
購
入
と
し
て

２
０
７
７
万
８
千
円
と
定
め
ま
し
た
。

質　

支
出
の
原
水
及
び
浄
水
費
の
委

託
料
１
億
２
９
９
６
万
８
千
円
に
つ

い
て
の
説
明
を
。

答　

薬
品
注
入
設
備
、
ろ
過
設
備
等

の
保
守
点
検
、
水
質
検
査
等
浄
水
場

の
維
持
管
理
に
係
る
も
の
が
主
な
も

の
で
あ
る
。

議
案
第
25
号　

平
成
28
年
度
四

街
道
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）（
可
決
）　

〈
都
市
環
境
常
任
委
員
会
所
管
事
項
〉

質　

土
砂
等
の
不
法
投
棄
監
視
事
業

が
10
月
で
終
了
す
る
と
の
こ
と
だ
が

詳
細
な
説
明
を
。

答　

平
成
元
年
か
ら
地
区
の
方
々
を

委
嘱
さ
せ
て
い
た
だ
き
市
内
に
お
け

る
残
土
の
不
法
投
棄
等
を
監
視
し
て

い
た
が
、
近
年
市
内
で
の
残
土
の
不

法
投
棄
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
。
ま

た
警
察
Ｏ
Ｂ
２
名
が
環
境
保
全
指
導

員
と
し
て
市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
る
こ
と
か
ら
類
似
し
て
い
る
事
業

の
見
直
し
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
、

事
業
の
廃
止
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

質　

都
市
計
画
道
路
３･

３･

１
号

線
に
係
る
公
有
財
産
購
入
費
・
補
償

費
の
減
額
に
関
し
て
説
明
を
。

答　

公
有
財
産
購
入
費
及
び
補
償

費
に
つ
い
て
地
権
者
と
の
交
渉
に
お

い
て
金
額
が
確
定
し
た
の
で
予
算
額

と
の
差
額
を
減
額
し
て
補
正
し
た
も

の
で
あ
る
。

議
案
第
27
号　

平
成
28
年
度
四

街
道
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
可
決
）　　
　

　

補
正
の
内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
５
１
７
５
万
８
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
13
億
５
６
８
３
万
５

千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

継
続
費
の
補
正
に
つ
い
て
は
、
公

共
下
水
道
法
適
化
事
業
の
総
額
及
び

年
割
額
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

地
方
債
の
補
正
に
つ
い
て
は
、
公

共
下
水
道
事
業
ほ
か
１
件
の
限
度
額

を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

基
金
の
残
高
は
。

答　

１
億
８
５
２
６
万
５
６
１
３
円

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

教
育
民
生

議
案
第
２
号　

四
街
道
市
教
育

振
興
基
本
計
画
策
定
委
員
会
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
地
方
自
治
法

第
１
３
８
条
の
４
第
３
項
に
規
定
す

る
附
属
機
関
と
し
て
新
た
に
設
置
す

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

質　

条
例
第
３
条
に
委
員
13
名
以
内

と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
委
員
人
数

の
割
り
振
り
に
つ
い
て
、
考
え
は
あ

る
の
か
。

答　

教
育
に
関
す
る
学
識
経
験
を
有

す
る
者
か
ら
２
名
、
市
内
の
小
学
校

及
び
中
学
校
の
教
職
員
か
ら
４
名
、

市
内
在
住
の
児
童
及
び
生
徒
の
保
護

者
か
ら
２
名
、
社
会
教
育
委
員
か
ら

２
名
、
公
募
に
よ
る
市
民
か
ら
３
名

を
予
定
し
て
い
る
。

議
案
第
13
号　

四
街
道
市
こ
ど

も
ル
ー
ム
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
可
決
）

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
四
和
小
こ
ど

も
ル
ー
ム
及
び
南
小
こ
ど
も
ル
ー
ム

の
増
設
に
伴
い
、
名
称
を
変
更
す
る

た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

質　

南
小
、
四
和
小
こ
ど
も
ル
ー
ム

に
名
称
を
つ
け
る
に
当
た
り
、
何
か

理
由
は
あ
る
の
か
。

答　

既
に
、
２
ル
ー
ム
あ
る
こ
ど
も

ル
ー
ム
の
名
称
を
参
考
に
今
回
は
、

乗
り
物
、
樹
木
な
ど
の
中
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
や
指
導
員
等
が
話
合
い
で

決
め
る
こ
と
と
な
る
。

議
案
第
14
号　

四
街
道
市
児
童

遊
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
栗
山
細
野

児
童
遊
園
の
用
途
廃
止
を
行
う
た

め
、
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
提
案

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

質　

用
途
廃
止
後
の
跡
地
は
ど
の
よ

う
に
利
用
さ
れ
る
の
か
。

答　

電
電
栗
山
自
治
会
館
の
用
地
と

し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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議
案
第
15
号　

四
街
道
市
介
護

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
低
所
得
者
に

対
す
る
介
護
保
険
料
の
額
の
軽
減
に

つ
い
て
、
期
間
を
延
長
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

質　

条
例
改
正
に
よ
る
介
護
保
険
料

の
軽
減
に
つ
い
て
、
影
響
は
、
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。

答　

条
例
改
正
に
よ
る
軽
減
期
間
の

延
長
に
よ
り
、
第
１
段
階
の
人
が
約

３
７
０
０
人
い
る
の
で
、
そ
の
分
、

公
費
の
負
担
が
若
干
増
え
る
見
込
み

と
な
る
。

議
案
第
16
号　

四
街
道
市
指
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及
び

四
街
道
市
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
（
可
決
）　　

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
介
護
保
険
法

の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、
所
要
の
規

定
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

質　

条
例
の
中
に
運
営
推
進
会
議
が

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
会
議
は
、

全
て
の
事
業
者
で
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答　

現
在
、
実
施
し
て
い
る
事
業
者

と
実
施
し
て
い
な
い
事
業
者
が
あ
る

が
、
条
例
施
行
後
、
平
成
29
年
度
か

ら
は
全
て
の
事
業
者
で
実
施
す
る
こ

と
と
な
る
。

議
案
第
19
号　

平
成
29
年
度
四

街
道
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
（
可
決
）

　

予
算
の
内
容
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
８
億
４
９
９
０
万
円
と
す
る
も
の

で
、平
成
28
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
、

６
・
２
％
、
７
億
１
３
０
０
万
円
の
減

額
と
な
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健
康
保

険
税
22
億
４
９
６
０
万
円
、前
期
高
齢

者
交
付
金
32
億
６
５
２
８
万
４
千
円
、

共
同
事
業
交
付
金
22
億
８
６
７
５
万

９
千
円
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保

険
給
付
費
64
億
３
６
３
０
万
円
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
12
億
７
３
９
４
万

６
千
円
、
共
同
事
業
拠
出
金
25
億

１
５
９
９
万
８
千
円
と
な
る
。

　

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、
レ
セ

プ
ト
点
検
委
託
ほ
か
１
件
を
設
定
し

た
。

　

一
時
借
入
金
に
つ
い
て
は
、
借
入
れ

の
最
高
額
を
６
億
円
と
定
め
た
。

質　

特
定
健
康
診
査
等
事
業
費
が
前

年
度
比
で
７
４
５
万
２
千
円
、
増
額

し
た
理
由
は
。

答　

平
成
29
年
度
は
、
特
定
健
康
診

査
等
実
施
計
画
及
び
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
策
定
業
務
委
託
を
予
定
し
て
い

る
た
め
、
前
年
と
比
べ
て
増
額
と
な

る
。議

案
第
21
号　

平
成
29
年
度
四

街
道
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
（
可
決
）　　
　

　

予
算
の
内
容
は
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
52
億

１
２
４
０
万
円
と
す
る
も
の
で
、
平

成
28
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
、
５
・

２
％
、
２
億
５
８
９
０
万
円
の
増
額

と
な
る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
保
険
料
12

億
６
４
８
４
万
４
千
円
、
国
庫
支
出

金
９
億
３
９
９
１
万
６
千
円
、
支
払

基
金
交
付
金
13
億
８
３
５
３
万
９
千

円
、
県
支
出
金
７
億
２
７
５
４
万
７

千
円
、
繰
入
金
８
億
９
５
０
１
万
７

千
円
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保

険
給
付
費
48
億
２
８
９
９
万
５
千

円
、
地
域
支
援
事
業
費
２
億
１
７
４

２
万
２
千
円
と
な
る
。

質　

昨
年
度
と
比
較
し
て
予
算
が

５
・
２
％
増
加
し
た
要
因
に
つ
い
て

説
明
を
。

答　

介
護
給
付
費
の
増
加
や
新
規

事
業
の
開
始
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
22
号　

平
成
29
年
度
四

街
道
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
（
可
決
）　　
　

　

予
算
の
内
容
は
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
11
億

５
８
０
万
円
と
す
る
も
の
で
、
平
成

28
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
、
４
・

２
％
、
４
５
０
０
万
円
の
増
額
と
な

る
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
９
億
３
６
６
８
万
５

千
円
、
繰
入
金
１
億
５
６
３
４
万
４

千
円
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
10

億
６
１
６
４
万
円
と
な
る
。

質　

短
期
人
間
ド
ッ
ク
助
成
金
に

つ
い
て
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
啓
発

は
、ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
政
だ
よ

り
で
、
啓
発
を
行
っ
て
お
り
、
実
績

が
伸
び
て
い
る
。
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議
案
第
25
号　

平
成
28
年
度
四

街
道
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）（
可
決
）　　
　

〈
教
育
民
生
常
任
委
員
会
所
管
事
項
〉

質　

小
中
学
校
の
維
持
補
修
工
事

の
増
額
に
つ
い
て
空
調
設
備
の
設
置

工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
八
木
原
小

及
び
旭
中
の
教
室
増
の
説
明
を
。

答　

空
調
設
備
設
置
工
事
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
補
正
予
算
議
決
後
に

手
続
き
に
入
り
、
入
札
等
を
行
い
、

工
事
は
２
、
３
週
間
の
予
定
で
、
６

月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
八
木
原
小
学
校

及
び
旭
中
学
校
と
も
に
現
在
１
教
室

の
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

質　

地
域
自
殺
対
策
強
化
事
業
費

補
助
金
２
８
１
万
６
千
円
に
つ
い
て

詳
細
な
説
明
を
。

答　

策
定
中
の
健
康
よ
つ
か
い
ど

う
21
プ
ラ
ン
の
中
で
健
康
増
進
計
画

と
併
せ
て
自
殺
対
策
計
画
を
策
定
中

で
、
プ
ラ
ン
の
策
定
委
託
料
全
体
の

２
／
３
が
補
助
金
の
対
象
と
な
る
。

質　

生
活
保
護
費
負
担
金
の
減
額

に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
。

答　

生
活
保
護
の
受
給
者
の
減
少
や

医
療
費
が
当
初
の
見
込
み
よ
り
下
回
っ

た
た
め
減
額
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
26
号　

平
成
28
年
度
四

街
道
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
４
号
）（
可
決
）

　

補
正
の
内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
億
２
４
５
８
万
５
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
１
１
億
５
３
２
９
万
９
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

財
政
調
整
基
金
を
繰
り
出
し
た

後
の
残
高
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

答　

３
月
補
正
で
繰
り
入
れ
た
後
の

残
高
は
、
１
億
４
８
３
４
万
１
千
円

と
な
る
予
定
で
あ
る
。

議
案
第
29
号　

平
成
28
年
度
四

街
道
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）（
可
決
）

　

補
正
の
内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
３
１
８
万
９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
51
億
４
４
０
１
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

質　

運
動
器
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

委
託
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
。

答　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
機
能
向

上
の
主
な
内
容
で
、
委
託
先
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
き
わ
み
、
老
人

保
健
施
設
栗
の
郷
で
あ
る
。

陳
情
第
７
号　

政
務
活
動
費
の

領
収
書
等
の
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
公
開
を
求
め
る
陳
情
書

（
採
択
）

【
陳
情
理
由
】
市
議
会
議
員
に
交
付
さ
れ

る
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
は
、
条
例
に

よ
り
、
議
員
は
毎
年
度
の
政
務
活
動
費

の
支
出
に
か
か
る
収
支
報
告
書
と
領
収

書
等
を
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
何
人
も
議
長
に
対
し
提
出

さ
れ
た
収
支
報
告
書
・
領
収
書
等
の
閲

覧
を
請
求
で
き
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
収
支
報
告
書
と
領
収
書
等

の
閲
覧
は
、
紙
ベ
ー
ス
で
閲
覧
す
る
こ

と
し
か
で
き
な
い
た
め
、
市
民
が
閲
覧

す
る
に
は
平
日
の
昼
間
に
議
会
に
赴
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
領
収

書
等
の
数
は
膨
大
な
た
め
、
写
し
の
交

付
を
受
け
て
持
ち
帰
ろ
う
と
す
る
と
１

枚
あ
た
り
10
円
の
費
用
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
全
部
の
領
収
書
の
写
し

を
入
手
す
る
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
請
求
の
つ
ど
写

し
を
作
成
す
る
事
務
職
員
の
負
担
も
無

視
で
き
ま
せ
ん
。

　

政
務
活
動
費
の
不
正
が
発
覚
し
た
富

山
市
議
会
を
み
て
も
、
領
収
書
等
の
写

し
を
誰
も
が
容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
が
整
っ
て
い
れ
ば
、
政
務

活
動
費
の
不
正
は
防
げ
た
と
考
え
ま
す
。

　

政
務
活
動
費
の
使
途
を
透
明
な
も
の

に
す
る
た
め
に
は
、市
民
が
、い
つ
で
も
、

安
価
か
つ
容
易
に
、
政
務
活
動
費
の
使

途
の
情
報
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
収
支
報
告
書

と
領
収
書
等
を
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
、
誰
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

収
支
報
告
書
・
領
収
書
等
を
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
自
治
体
は
、

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
９
月
の
段
階
で
は
、
都
道

府
県
、
政
令
市
、
中
核
市
の
う
ち
領
収

書
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
い

る
議
会
は
大
阪
府
、
高
知
県
、
函
館
市

の
３
自
治
体
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
兵

庫
県
、
大
阪
市
、
京
都
市
、
神
戸
市
、

大
津
市
、
西
宮
市
が
平
成
27
年
度
分
か

ら
公
開
を
実
施
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、

宮
城
県
、
富
山
県
、
奈
良
県
、
徳
島
県
、

横
須
賀
市
が
公
開
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
一
日
も
早
く
、

収
支
報
告
書
・
領
収
書
等
の
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を
実
現
す
る
べ
き

で
す
。

議
会
運
営

※
紙
面
の
関
係
か
ら
陳
情
理
由
は
一
部
抜
粋

　
し
て
い
ま
す
。
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番　号 議　案　名
結　
　

果

阿
部
百
合
子

津
島　

秀
樹

大
越
登
美
子

西
塚　

義
尊

成
田　

芳
律

栗
原　

愛
子

関
根
登
志
夫

中
島　

康
一

栗
原　

直
也

坂
本　

弘
毅

大
谷　

順
子

清
水　

清
子

※
岡
田　

哲
明

戸
田
由
紀
子

石
山　

健
作

広
瀬　

義
積

山
本　

裕
嗣

森
本　

次
郎

高
橋　

絹
子

長
谷
川
清
和

阿
部　

治
夫

清
宮　

一
義

議案第１号 四街道市次期ごみ処理施設整備事業審査
委員会条例の制定について 多 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２号 四街道市教育振興基本計画策定委員会条
例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第３号 四街道市ガス灯設備保守管理基金条例を
廃止する条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４号
四街道市議会議員及び四街道市長の選挙
における選挙運動の公費負担に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５号 四街道市総合計画審議会条例の一部を改
正する条例の制定について 多 × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６号 四街道市職員の勤務時間、休暇等に関する条
例等の一部を改正する条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７号 四街道市特別職の職員等の給与の特例に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第８号 四街道市税条例等の一部を改正する条例
の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第９号 四街道市使用料条例の一部を改正する条
例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 10 号 四街道市手数料条例の一部を改正する条
例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 11 号
四街道市地区計画の区域内における建築
物の制限に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 12 号
下水道事業の地方公営企業法適用及び上
下水道組織の編成に伴う関係条例の整備
に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

多 × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 13 号 四街道市こどもルーム条例の一部を改正
する条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 14 号 四街道市児童遊園条例の一部を改正する
条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 15 号 四街道市介護保険条例の一部を改正する
条例の制定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 16 号

四街道市指定地域密着型サービスの事業
の人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例及び四街道市指定地域密着型介
護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 17 号 市道路線の認定について 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 18 号 平成 29 年度四街道市一般会計予算 多 × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 19 号 平成 29 年度四街道市国民健康保険特別会
計予算 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 20 号 平成 29 年度四街道市霊園事業特別会計予算 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 21 号 平成 29 年度四街道市介護保険特別会計予算 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 22 号 平成 29 年度四街道市後期高齢者医療特別
会計予算 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 23 号 平成 29 年度四街道市下水道事業会計予算 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 24 号 平成 29 年度四街道市水道事業会計予算 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 25 号 平成 28 年度四街道市一般会計補正予算（第
５号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 26 号 平成 28 年度四街道市国民健康保険特別会
計補正予算（第４号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 27 号 平成 28 年度四街道市公共下水道事業特別
会計補正予算（第３号） 多 × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 28 号 平成 28 年度四街道市霊園事業特別会計補
正予算（第１号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 29 号 平成 28 年度四街道市介護保険特別会計補
正予算（第３号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 30 号 平成 28 年度四街道市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号） 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 31 号 教育委員会教育長の任命について 多 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 32 号 監査委員の選任について 多 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第１号 障害児者の「くらしの場」の拡充を求め
る請願書 少 ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × × × ×

陳情第７号 政務活動費の領収書等の議会ホームペー
ジでの公開を求める陳情 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長（岡田 哲明）は、採決には加わりません。

平成29年第１回（３月）定例会採決結果一覧
全：全員賛成　多：賛成多数　少：賛成少数　　○：賛成　×：反対　退：退席　
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【重要項目】
　ごみ処理施設については、昨年、吉岡区と次期ごみ処理施設建設等に関する連絡協議会を設
置し、施設建設事業及び地域振興事業等について協議を進めてまいりました。この結果、１月
15 日に開催された吉岡区定期総会におきまして、連絡協議会で取りまとめた次期ごみ処理施設
の「公害防止協定書（案）」が承認され、次期ごみ処理施設の建設に向け、大きく前進すること
ができました。今後は、用地造成基本設計や生活環境影響調査等を行うとともに、引き続き吉
岡区内における地域振興事業等を実施してまいります。また、「廃棄物処理施設の機種選定」に
ついては、２月９日にごみ処理対策委員会より答申をいただき、現在パブリックコメントを実
施しているところです。 
　こどもルームについては、増設を進めてまいりました南小学校及び四和小学校のこどもルー
ムが４月１日に開所します。今後も、こどもルームの需要が増大していることから、和良比小
学校の増設を進めるとともに、大日小学校の増設に係る基本設計を実施します。 
　ひとり親家庭の支援については、経済面等で厳しい環境にあるひとり親家庭の中学生を対象
に高校進学を見据えた学習支援の実施に向け、取り組んでまいります。 
　社会保障・税番号制度については、７月から他の行政機関などと情報提供ネットワークシス
テムを介して、税情報などの照会及び提供が可能な情報連携が開始することから、市民の利便
性向上を図るため、制度の適正かつ円滑な運用に努めてまいります。 
　排水対策の推進については、四街道西中学校周辺の道路冠水を軽減するため、「四街道駅周辺
地区都市再生整備計画」による交付金を活用し、四街道西中学校グランドに設置する雨水地下
貯留施設の整備工事を引き続き進めます。 
　地方創生の取組については、観光まちづくりとして、これまで進めてきている鹿放ケ丘地区
等の地域資源を活用した旅行商品や加工品の開発、販路開拓等を行う「観光支援事業」を進め
てまいります。また、印旛地域６市２町の協力を得て、本市を含めた印旛地域の魅力を発信す
る「いんばの玄関口“四街道” 交流移住コンシェルジュ事業」を推進するとともに、「観光支援
事業」と連携させることで、相乗効果を上げながら交流人口の増加を目指してまいります。 
　シティセールスについては、市の認知度向上を目指し、ＰＲパンフレット・動画を制作する
とともに、市内周遊イベントを開催するなど、市の魅力発信を総合的に進めてまいります。

　以上は、施政方針の中で「重要項目」として述べられたものです。
　また、次の分野ごとに主要な施策が述べられました。
 　「だれもが健康でいきいき暮らせるまち」「安全・安心を実現するまち」「みどりと都市
が調和したうるおいのあるまち」「にぎわいと活力にあふれるまち」「ともに創る将来に向
けて持続可能なまち」「豊かな心を育み学ぶ喜びを実感できるまち」

※「施政方針」・・・市長が市政運営の基本方針と主要施策について述べたものです。
　「平成 29 年度施政方針」の全文は市役所本館２階の情報公開室及び四街道市のホームページでご覧
　いただけます。
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　第１回定例会では３月８日から 10 日までの３日間、６会派による会派代表質問が行われました。
この中から質問項目を要約して掲載します。
　詳しくは、市立図書館、市役所本館２階の情報公開室に設置の会議録、または市ホームページの
会議録検索（６月予定）でご覧いただけます。
　各議員が行った質問については、紙面の都合により、一部だけを掲載しました。
　敬称は省略します。（通告者は◎を記載）　

市ホームページアドレス：http://www.city. yotsukaido. chiba. jp

代　表　質　問
施政方針を質す

「
未
来
に
つ
な
ぐ
子
育
て
日
本
一
の
ま
ち
」

へ
の
手
応
え
と
見
通
し

『
新
清
』

◎
戸
田
由
紀
子　
　

成
田　

芳
律　
　

栗
原　

愛
子

　

関
根
登
志
夫　
　

中
島　

康
一　
　

岡
田　

哲
明

　

石
山　

健
作　
　

長
谷
川
清
和　
　

阿
部　

治
夫

　

清
宮　

一
義

問　
「
佐
渡
ひ
と
し
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
」
の
最
終

年
度
に
当
た
り
「
未
来
に
つ
な
ぐ
子
育
て
日
本
一
の
ま

ち
」
を
ど
う
総
括
さ
れ
て
い
る
の
か
、
手
応
え
と
見
通

し
を
伺
う
。

答　

市
長
就
任
２
期
目
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
施
策
に

お
い
て
、
子
育
て
支
援
の
推
進
を
図
り
、
常
に
子
育
て

の
視
点
を
も
っ
て
、
総
合
的
に
子
育
て
施
策
の
充
実
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
市
長
就
任
以
来
、
一
貫

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
市
民
の
皆
様
に
も
子
育
て
施

策
の
進
展
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
が
、「
未
来
に
つ
な
ぐ
子
育
て
日
本
一
の
ま
ち
」
の

実
現
は
、
大
き
な
目
標
で
あ
り
、
今
後
も
着
実
に
取
組

を
進
め
、
目
標
の
実
現
に
向
け
て
邁
進
し
て
ま
い
り
た

い
。

問　
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
つ
い
て
、
こ

の
計
画
は
、
平
成
77
年
ま
で
の
50
年
間
で
、
市
内
公
共

施
設
の
延
床
面
積
を
20
％
以
上
削
減
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
る
。
市
民
に
身
近
な
施
設
で
あ
る
学
校
や
公

民
館
な
ど
が
対
象
と
な
る
た
め
市
民
の
理
解
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

　
「
施
設
カ
ル
テ
」
を
用
い
て
の
現
状
分
析
、
施
設
評

価
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

答　

各
施
設
の
部
屋
毎
の
調
査
を
追
加
し
、
現
在
、
調

査
中
で
あ
る
。

問　

今
後
の
取
り
組
み
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

調
査
結
果
を
基
に
、
ま
ず
は
公
共
施
設
再
配
置

計
画
素
案
を
作
成
し
、
そ
の
後
、
本
素
案
を
基
に
市
民

参
加
を
経
て
、
平
成
30
年
度
を
目
途
に
「
四
街
道
市
公

共
施
設
再
配
置
計
画
」と
し
て
策
定
す
る
考
え
で
あ
る
。

問　

市
民
へ
の
周
知
・
説
明
及
び
市
民
参
加
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

答　

市
民
参
加
は
、
素
案
の
段
階
で
幅
広
く
意
見
等

を
伺
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　

本
市
市
役
所
は
耐
震
化
が
未
実
施
で
あ
る
。
熊

本
地
震
の
被
害
状
況
を
踏
ま
え
る
と
庁
舎
機
能
を
維
持

す
る
た
め
に
早
期
の
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。
お
考

え
を
伺
う
。

答　

当
市
は
、
熊
本
地
震
以
前
の
平
成
25
年
に
は
「
四

街
道
市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
案
」
を
策
定
し
て
お
り
、

本
計
画
の
速
や
か
な
実
施
が
安
心
・
安
全
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
る
。
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希
望
が
ゆ
き
わ
た
る
四
街
道
へ

      

『
公
明
党
』

◎
清
水　

清
子　
　

西
塚　

義
尊　
　

高
橋　

絹
子

　
　⑴

子
ど
も
の
未
来
が
明
る
い
四
街
道
へ

問　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
各
部
署
で
掌
握

し
て
い
る
支
援
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

子
ど
も
の
居
る
生
活
保
護
世
帯
に
対
し
、
教
育

扶
助
又
は
、
生
業
扶
助
を
支
給
し
て
い
る
。
ま
た
、
支

援
の
必
要
な
ひ
と
り
親
家
庭
に
、
経
済
的
支
援
、
生
活

支
援
及
び
就
労
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
経
済
的
な
理

由
で
お
困
り
の
ご
家
庭
に
は
就
学
援
助
制
度
の
中
で
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

不
登
校
な
ど
で
義
務
教
育
を
十
分
に
受
け
て
い

な
い
人
（
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
市
内
82
名

の
未
就
学
者
が
い
る
）の
教
育
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

夜
間
中
学
の
設
置
な
ど
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
か

伺
う
。

答　

夜
間
中
学
設
置
の
協
議
検
討
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
近
隣
市
の
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

⑵
幸
（
高
）
齢
社
会
の
モ
デ
ル
都
市
四
街
道
へ

問　

健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た
取
り
組
み
の
う
ち
、
検

診
率
向
上
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
や
未
受
診
者
へ
勧
奨
・

再
勧
奨
通
知
を
送
付
。
ま
た
、
胃
内
視
鏡
検
診
の
導
入

等
に
よ
り
全
て
の
検
診
で
個
別
検
診
を
選
択
可
能
と
す

る
。

問　

無
年
金
対
策
と
し
て
、
年
金
を
受
給
す
る
資
格

が
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
す
る
年
金
法
改
正
が
実
現
。

当
市
の
対
象
人
数
と
受
給
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

対
象
人
数
は
、
４
８
１
人
、
こ
の
う
ち
国
民
年

金
の
み
は
、
１
６
４
人
で
あ
る
。
市
町
村
で
は
、
国
民

年
金
支
給
請
求
受
理
の
み
の
た
め
、
現
有
体
制
で
対
応

で
き
る
。

⑶
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
先
進
都
市
四
街
道
へ

問　

四
街
道
市
市
民
協
働
事
業
コ
ラ
ボ
四
街
道
の
成

果
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

成
果
と
し
て
は
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

団
体
同
士
の
連
携
強
化
な
ど
、
課
題
と
し
て
は
、
補
助

期
間
内
で
の
市
民
団
体
の
自
立
性
確
保
な
ど
が
あ
る
。

問　

市
営
霊
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
路
線
バ
ス
停
か
ら

遠
く
不
便
を
訴
え
る
高
齢
者
が
多
い
。
ま
ず
は
、
ニ
ー

ズ
調
査
を
し
て
頂
き
た
い
。
い
か
が
か
。

答　

平
成
29
年
度
に
お
盆
と
お
彼
岸
時
期
の
来
園
者

の
交
通
手
段
の
傾
向
を
把
握
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

『
み
ら
い
ク
ラ
ブ
』

◎
坂
本　

弘
毅　
　

山
本　

裕
嗣　
　

森
本　

次
郎

　

四
街
道
市
の
長
で
あ
る
市
長
に
は
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
市
政
の
か
じ
取
り
と
し
て
市
民
に
安
心
感

と
信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
。
２
期
目

の
任
期
も
１
年
を
残
す
の
み
と
な
り
公
約
実
現
に
向

け
て
や
り
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
頂
き

た
い
。
そ
こ
で
、
４
点
に
つ
い
て
伺
う
。

問　

四
街
道
市
の
未
来
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
る
か
。　

答　

市
民
生
活
を
第
一
に
考
え
「
子
育
て
日
本
一
の

ま
ち
」、「
シ
ニ
ア
・
シ
ル
バ
ー
世
代
が
元
気
な
ま
ち
」

を
基
本
姿
勢
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が

安
心
し
て
快
適
に
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
の
実
現
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

子
育
て
世
代
と
し
て
、
子
育
て
日
本
一
の
街
と

し
て
の
実
感
が
全
く
な
い
が
、
今
後
も
総
合
的
な
施

策
で
子
育
て
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

く
の
か
。

答　

総
合
的
な
施
策
の
推
進
に
よ
っ
て
、
そ
の
レ
ベ

ル
を
高
め
日
本
一
に
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
向
け
て
、
市
民
が
わ
く

わ
く
す
る
よ
う
な
夢
構
想
を
描
い
て
い
る
か
。

答　
「
未
来
に
つ
な
ぐ
子
育
て
日
本
一
の
ま
ち
」
は
、

子
ど
も
た
ち
が
、
個
々
の
未
来
に
向
か
っ
て
、
す
く

す
く
と
健
や
か
に
育
ち
、
成
長
し
て
、
家
族
や
地
域

社
会
の
た
め
に
役
立
つ
大
人
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
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と
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
、
充
実
し
た
子
育
て
支

援
と
と
も
に
、
元
気
な
シ
ル
バ
ー
世
代
の
知
識
な
ど

を
活
か
し
市
全
体
で
見
守
り
な
が
ら
未
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
こ
れ
が
私
の
考
え
で
あ
る
。

問　

財
源
確
保
に
つ
い
て
、
新
た
な
工
業
団
地
の
開

発
は
実
現
性
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
ふ

る
さ
と
納
税
や
市
有
地
の
売
却
益
、
ま
た
、
人
口
増

に
よ
る
新
た
な
市
税
収
入
を
図
る
と
共
に
市
税
滞
納

者
に
対
し
収
納
率
を
上
げ
、
更
に
究
極
の
行
財
政
改

革
を
強
力
的
に
推
進
す
る
な
ど
今
後
自
主
財
源
確
保

の
た
め
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
か
。　

答　

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
た
め
市
税

の
収
納
率
向
上
対
策
を
推
進
し
、
１
０
９
億
円
台
を

見
込
ん
だ
。
そ
の
他
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
や
広
告
事

業
の
充
実
、
中
小
企
業
支
援
等
の
施
策
を
展
開
し
、

長
期
的
な
増
収
を
図
る
。

　

市
長
の
選
挙
公
約
、
実
現
は
い
か
に

『
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

◎
大
谷　

順
子　
　

大
越　

登
美
子

問　

市
長
の
選
挙
公
約
に
あ
っ
た
四
街
道
駅
改
札

か
ら
の
歩
行
者
デ
ッ
キ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
歩
行
者
デ
ッ
キ
に
広
場

や
屋
根
を
設
置
す
る
変
更
案
は
中
止
、
当
初
案
は
凍

結
と
い
う
市
の
判
断
が
示
さ
れ
た
が
、
当
初
案
も
い

ず
れ
は
中
止
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
お
考
え
か
伺
う
。

答　

中
止
せ
ざ
る
を
え
な
い
可
能
性
も
あ
る
と
考

え
て
い
る
。　

問　

当
初
案
に
よ
る
実
施
設
計
は
今
も
行
わ
れ
て

い
る
が
、
市
長
は
い
つ
か
活
か
す
つ
も
り
で
い
る
の

か
。

答　

将
来
活
か
す
た
め
に
も
実
施
設
計
は
当
初
案

で
完
了
さ
せ
る
。

問　

公
約
で
は
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
な

ど
に
よ
る
交
通
不
便
地
域
の
改
善
が
あ
っ
た
が
、
検

討
状
況
は
い
か
が
か
。

答　

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
方
策
を
関
係
機
関
と

協
議
・
検
討
し
て
き
た
が
、
関
係
法
令
や
効
果
・
経

費
の
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
課
題
が
あ
り
、
進
展
し
て

い
な
い
。

問　

国
の
補
助
金
頼
み
の
行
政
で
は
市
民
が
必
要

と
し
て
い
る
事
業
が
抜
け
落
ち
て
い
く
。
交
通
不
便

地
域
の
改
善
も
高
齢
者
に
と
っ
て
は
必
要
な
事
業

で
、
市
単
独
で
も
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う

が
い
か
が
か
。

答　

補
助
金
等
の
み
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
繋
が
ら
な
い
分
野
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
策
的

に
配
慮
し
て
い
る
。

問　

老
朽
化
し
た
千
代
田
中
・
八
木
原
小
の
大
規

模
改
修
の
見
通
し
を
伺
う
。　

答　

千
代
田
中
学
校
は
、
平
成
29
年
度
に
南
棟
の

屋
上
防
水
、
外
壁
塗
装
な
ど
の
設
計
を
行
う
。
工
事

は
、
平
成
30
年
度
に
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。
八
木
原
小
学
校
松
原
校
舎
は
、

千
代
田
中
学
校
南
棟
に
引
き
続
き
、
実
施
し
て
行
き

た
い
。

問　

市
が
進
め
て
い
る
小
中
一
貫
教
育
の
担
当
者

が
不
祥
事
を
起
こ
し
た
が
、
教
育
長
の
率
直
な
考
え

を
伺
う
。

答　

非
常
に
残
念
で
あ
る
。
今
後
教
育
行
政
を
進

め
て
い
く
上
で
、
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め
に
教
育
委

員
会
一
丸
と
な
っ
て
、
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
教
育
委
員
会
職
員
に
対
し
、
不
祥
事
防
止

へ
の
意
識
を
高
め
、
研
修
を
進
め
て
い
く
。

問　

鷹
の
台
の
開
発
に
伴
い
、
市
が
開
発
事
業
者

か
ら
得
た
負
担
金
は
ど
れ
く
ら
い
か
伺
う
。

答　

公
共
公
益
施
設
整
備
負
担
金
は
３
億
６
８
４
２

万
６
千
円
で
あ
る
。
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危
険
性
を
増
す
違
憲
の
「
戦
争
法
」
に

　

対
す
る
市
長
と
し
て
の
見
解

『
日
本
共
産
党
』

◎
津
島　

秀
樹　
　

阿
部　

百
合
子

問　

南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
兵
、
戦
闘
を
武
力
衝
突

と
強
弁
、
派
遣
隊
の
日
報
の
隠
蔽
な
ど
重
大
な
問
題

が
続
く
。
明
ら
か
に
Ｐ
Ｋ
Ｏ
５
原
則
の
一
つ
停
戦
合

意
が
崩
壊
し
て
い
る
。
隊
員
の
命
を
守
れ
、
自
衛
隊

は
撤
収
、
専
守
防
衛
に
徹
す
べ
き
、
多
く
の
国
民
の

声
の
高
ま
り
の
中
で
、
改
め
て
戦
争
法
に
つ
い
て
、

憲
法
の
擁
護
を
義
務
と
す
る
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答　

本
法
制
は
国
の
外
交
、
安
全
保
障
に
関
わ
る
重

要
な
国
の
専
権
事
項
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
答
弁
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

低
所
得
者
や
高
齢
者
か
ら
国
保
税
が
高
す
ぎ
る

と
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
る
。
滞
納
世
帯
も
増
え
て
い

る
。
大
も
と
の
原
因
は
国
負
担
の
大
幅
削
減
に
あ
る
。

日
本
共
産
党
は
、
国
庫
負
担
を
元
に
戻
す
こ
と
と
、

市
の
独
自
の
努
力
に
よ
る
引
き
下
げ
を
求
め
る
。
国

保
会
計
は
４
億
７
千
万
円
、
１
億
５
千
万
円
と
連
続

の
収
支
残
額
が
あ
り
、
世
帯
当
た
り
一
万
円
の
税
の

引
き
下
げ
は
十
分
可
能
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答　

平
成
25
年
度
以
降
、
直
近
３
ケ
年
度
の
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
決
算
は
単
年
度
収
支
で
は
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。
収
支
不
足
に
つ
い
て
は
国
保
財
政
調

整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
補
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
現
在
の
基
金
残
高
か
ら
平
成
29
年
度
予

算
繰
出
額
等
を
差
し
引
く
と
３
５
０
万
円
程
度
し
か

残
ら
ず
、
ま
た
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
広
域
化
を

控
え
て
い
る
中
で
国
保
税
の
引
き
下
げ
は
極
め
て
困

難
で
あ
る
。

問　

就
学
援
助
・
入
学
準
備
金
の
繰
上
げ
支
給
に
つ

い
て
こ
の
１
年
間
連
続
し
て
質
問
し
て
き
た
が
、
こ

の
間
、
全
国
的
に
実
施
自
治
体
が
増
え
、
白
井
市
、

隣
の
八
街
市
で
は
実
施
が
決
ま
っ
た
。
当
市
で
も
ぜ

ひ
実
現
を
す
べ
き
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

答　

当
市
に
お
い
て
も
、
新
中
学
校
１
年
生
の
保
護

者
を
対
象
に
、
新
入
学
用
品
費
の
前
倒
し
支
給
実
施

に
向
け
て
、
他
市
の
状
況
を
見
な
が
ら
関
係
各
課
と

協
議
し
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　

市
民
参
加
で
四
街
道
駅
北
口
広
場
再
整
備

　

計
画
を
！

『
市
民
く
ら
ぶ
』

◎
栗
原　

直
也　
　

広
瀬　

義
積　

問　

四
街
道
駅
北
口
広
場
再
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

こ
の
再
整
備
計
画
を
答
申
し
た
管
理
運
営
協
議
会
に

は
、
深
い
議
論
に
必
要
な
会
議
回
数
と
都
市
工
学
や
市

民
参
加
の
専
門
委
員
の
任
用
が
必
要
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
今
後
の
大
規
模
建
設
事
業
に
於
け
る
審
議
会
の

在
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
事
業
費
が
当
初
計
画

の
５
億
円
か
ら
７
億
７
千
万
円
に
、
さ
ら
に
は
10
億
円

へ
と
短
期
間
の
う
ち
に
増
額
決
定
さ
れ
た
の
は
な
ぜ

か
。
事
業
費
の
裏
付
け
と
決
定
時
期
は
い
つ
か
。

答　

審
議
会
等
委
員
の
選
任
に
当
た
っ
て
は
、
設
置

目
的
や
審
議
内
容
等
を
考
慮
し
た
上
で
、
各
所
属
で
委

員
登
用
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
専
門
性
や
中
立
性
を

保
ち
、
適
正
な
会
議
運
営
に
努
め
る
。
平
成
28
年
９
月

議
会
一
般
質
問
で
は
、
平
成
27
年
６
月
議
会
全
員
協
議

会
時
に
説
明
し
た
歩
行
者
デ
ッ
キ
の
広
場
を
面
積
約

６
３
８
㎡
と
し
て
、
追
加
額
を
２
億
７
千
万
円
と
答
弁

し
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
実
施
設
計
の
中

で
、
千
葉
県
公
安
委
員
会
と
の
協
議
に
よ
り
、
平
面
計

画
が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
橋
脚
の
位
置
が
変
わ
り
、
広

場
を
面
積
約
８
４
０
㎡
と
し
て
、
追
加
額
３
億
５
千
万

円
と
屋
根
の
費
用
１
億
５
千
万
円
を
当
初
事
業
費
５
億

円
に
加
え
総
事
業
費
約
10
億
円
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　

次
期
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
用
地(

吉
岡)

の
土
盛
り
に
つ
い
て
、
吉
岡
地
区
の
次
期
ご
み
処
理

用
地
に
土
盛
り
が
あ
る
が
、
ど
こ
か
ら
持
っ
て
き
た

も
の
で
、
種
類
は
何
か
。
ま
た
、
何
㎥
の
埋
立
て
予

定
で
、
土
盛
り
さ
れ
た
土
は
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

答　

次
期
ご
み
処
理
施
設
等
用
地
と
隣
接
地
の
土

盛
り
は
、
東
京
都
内
や
県
内
か
ら
発
生
し
た
、
市
土

砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の

発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
安
全
基
準
に

適
合
し
た
土
砂
で
あ
る
。
ま
た
、
窪
地
部
分
を
含
め

た
埋
め
立
て
予
定
量
は
約
20
万
㎥
で
、
土
盛
り
部
分

の
土
は
、
今
後
法
面
の
施
工
や
整
地
に
使
う
。
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「多くの皆様のご参加をお待ちしております」 
  

私がくらす四街道・みんなで話そう！ 私がくらす四街道・みんなで話そう！  

日 
  時 

  5 月 21 日（日）   午前 10 時～ 12 時   

場 
  所 

  文化センター   ２０１・２０２・２０３号室 ２０１・２０２・２０３号室  

＜ 全 
  
体 

  
会＞ 

  

12 月 ・ 3 月議会報告及び平成 29 年度 
  

予算審査内容 をご 報告 いたします 
  

＜ グループ会＞   

小単位に分かれて市民の皆さまからの 

御意見をお聞きいたします   

◆   主催   四街道市議会   ◆   運営   広報広聴特別委員会   ◆   問い合わせ   ：   電話   ４２１－６１５２   議会事務局   

      

平成29年５月

　

新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
う
新
一
年
生
を

微
笑
ま
し
く
見
守
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
新
年
度
の
予
算
を
審
議
す
る
３

月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
に
明
る
い
未
来
を
創
る
た
め
、
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
そ
し
て
全
て
の
市
民

が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
街
づ
く
り
へ
。

　

ひ
と
り
ひ
と
り
の
議
員
が
真
剣
勝
負
で
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
は
、
ど
こ
ま
で
も
市

民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
、
身
近
で
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
て
全
力
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

（
西
塚　

義
尊
記
）

　議会だよりでは、市民の皆さまに応募いただいた写真を表紙に掲載い
たします。募集要領は以下のとおりです。奮ってご応募ください。
　募集要領
●規　　格：２Ｌ（紙焼き）、カラーあるいはモノクロ（未発表、未公開の　
　　　　　　オリジナル作品）　　　　　　
　　　　　　※写真は編集上、トリミングすることがあります。また、
　　　　　　応募された作品は返却いたしませんのでご了承ください。
●内　　容：四街道市内の風景など
　　　　　　※明らかに人物を特定できる場合はご本人の了承を得てください。
●審　　査：広報広聴特別委員会
●発　　表：採用された作品は、８月 15 日発行の市議会だよりに掲載
　　　　　　※賞品等はありませんのでご了承ください。
●著 作 権：作品の著作権は製作者本人に帰属
　　　　　　※ただし、６ヶ月間他媒体での発表等をご遠慮いただくこ
　　　　　　とを作品採用の条件といたします。
●応募方法：平成 29 年７月７日（金）（当日消印有効）までに、写真の
                  裏面に撮影者の①住所②氏名③年齢④電話番号⑤撮影年月
　           　 日⑥撮影場所⑦作品名を記入の上、〒 284-8555　四街道
　　　　　　市鹿渡無番地　四街道市議会事務局宛て郵送
●問 合 せ：TEL.043-421-6152　FAX.043-424-2016
　　　　　　市ホームページアドレス
　　　　　　  http://www.city.yotsukaido.chiba.jp/

表 紙 写 真 を 募 集 し ま す

編
集
後
記

今号の表紙
タイトル「はっきりしてよ！」
５月初旬は恋の季節。右を見たり左を見たり
優柔不断。野犬などの外敵が減り、市内では
あちらこちらでこのような光景が見受けられ
るようになった。（撮影者記）

「議会報告会」は、議会活動の報告と市民の皆様との対話（意見交換）を行い、その内容を議会活動に活かし、
市政の発展に資することを目的に行います。
市政や議会について疑問に思っていることや市政を活性化する知恵やアイデアなどをお持ちよりください。
あわせて、今後の「議会報告会」の進め方 ･実施方法についてのご意見をお聞かせください。


